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平成２９年度昭和大学卒業式

が, ３月９日（金）午前１０時から

横浜みなとみらいホールにおい

て盛大かつ厳粛に執り行われま

した. 今年度の卒業生は, 医学

部（８６回生）１０１名, 歯学部（３６

回生）８０名, 薬学部（５０回生）１

７１名, 保健医療学部（１３回生）

１６９名の合計５２１名で, 広い会場は着飾った卒業

生と大勢の父兄ならびに関係者の出席で埋め尽くさ

れました． 

式は大学協定校である洗足学園大学卒業生のオ

ルガニスト澤菜摘さんの演奏で厳かに開会しました．

校歌斉唱に引き続き，各学部の総代に小出学長から

学位記が授与され，歯学部総代を鈴木涼夕風さんが

務めました．小出学長の告辞と小口理事長の祝辞に

引き続き，各種表彰が執り行われました．歯学部から

は上條賞を鈴木涼夕風さん，同窓会賞を青木理紗さ

ん，関玲乃さん，川田真鈴さんの３名，上條旗ヶ岡賞

をアイスホッケー部の下平剛君が受賞しました． 

父兄会から卒業生代表の歯学部坂本和基君へ記

念品贈呈があり，在校生代表の送辞と卒業生代表か

らの答辞に引き続き，昭和大学関係者全員が「昭和

大学宣言」を高らかに唱和しました．卒業の歌（３月９

日）斉唱のあと，恒例となった応援指導部による卒業

生への力強いエールがあり，会場全体が熱気に包ま

れる中閉会しました．今回コンサートホールでの卒業

式となったため，昭和大学管弦楽団および OBOG 会

の特別演奏が行われました．歯学部１１回生大矢哲

雄先生の名指揮で，会場が一体となり卒業を祝福し

ました． 

引き続き午後１２時３０分から，学部ごとに会場を

移し，横浜ベイホテル東急の「アンバサダーボールル

ーム」において，歯学部学位記伝達式が執り行われ

ました．こちらにも大勢の父兄の参加がありました．

宮﨑歯学部長，小原同窓会長の挨拶に引き続き，卒

業生全員に宮﨑歯学部長から学位記が伝達されまし

た．引き続き学生表彰，記念品贈呈および花束贈呈

を行い，上條学生部長の挨拶で午後１時半に閉式し

ました． 

伝達式における学生表彰者は以下の通りです． 

歯科医学生賞：佐藤ゆり絵，教育委員長賞：山根邦

仁，学生部長賞：山家怜，デンツプライシロナ・スチュ

ーデント・アワード：篠田眞保，向井友子，モリタ補綴

学賞:石原弘基，フィリップス賞：松田彩，ストローマン

アワード：森川金汰，日本小児歯科学会学部学生優

秀賞：大田千央（敬称略） 

卒業生におか

れては，卒業式

の 学 長 告 辞 や

理事長祝辞でも

触れられた「至

誠一貫」の精神

を生涯忘れるこ

となく，そして，

伝達式で配布された卒業までのロードマップとコンピ

テンシーを折りに触れては目を通し，本学の卒業生で

あることに誇りをもって今後各方面で活躍されること

を祈念します． 
 

 

 

 
 

３月１６日（金）に上條講堂で昭和大学大学院修了

式が行われました．アカデミックガウンと帽子を着用し，

昭和大学管弦楽団による「エルガー，愛の挨拶」の演

奏とともに荘厳な雰囲気で式が始まりました．今年度

の歯学研究科の修了生は２４名(早期修了者１名含

む)で，医学研究科４４名，薬学研究科５名，保健医

療学研究科博士前期課程６名，後期課程１名,CNS

コース１名とともに，小出学長から学位記が授与され

ました．また学長から，修了生はここまでに支えてくれ

た方々への敬意を忘れることなく，探究心を維持して

後進の指導にも当たってほしいという告辞をいただき

ました．小口理事長からは，研究は科学発展のため

に不可欠で，それを継続し後輩に伝えていくことが昭

和大学の新しい文化の創造につながると祝辞をいた

だきました．宮﨑歯学研究科長・歯学部長からは，こ

れらの研究の遂行が個人だけではなく本学の世界的

な評価にもつなが

っており，個人の

ためにも大学のた

めにも研究を継続

してほしいという

挨拶をいただきま

した．平成２９年度
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平成２９年度昭和大学卒業式・学位記伝

達式が開催されました 
歯学部長 宮﨑 隆

大学院修了式が開催されました 
大学院運営委員長  山本松男
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上條賞は，大田千明さん(歯内治療学)に授与されま

した．続いて，渡部智貴さん(薬学研究科)が修了生

代表となり昭和大学宣言を修了生および昭和大学関

係者全員で唱和しました。昭和大学グリークラブのリ

ードで校歌を斉唱し修了式が終了しました．その後，

研究科ごとに学位記伝達式が行われました． 

 

 

 

平成３０年度歯学部選抜Ⅱ

期・センター利用 A 方式Ⅱ期

入試が３月４日（日）に，旗の

台キャンパスにて，薬学部，保

健医療学部と３学部合同で実

施されました．歯学部は１６号

館，薬学部・保健医療学部は

４号館が試験場となり，当日

は天候にも恵まれ，各試験場

とも特に大きなトラブルもなく，各学部教職員の方々

のご協力により無事に終了することができました． 

今年度の志願者数は，一般選抜入試Ⅱ期（約８名

募集）が１６９名（前年度１８８名），大学入試センター

利用入試 A 方式Ⅱ期（約３名募集）が一般選抜入試

Ⅱ期との併願を含む３０名（前年度２１名）と，昨年度

より試験日が１週間遅い時期にもかかわらず，たくさ

んの方からの出願がありました． 

そして，３月６日（火）に選抜Ⅱ期・センター利用 A

方式Ⅱ期の合格者を発表いたしました．多くの優秀な

学生の入学と歯学部の発展がますます期待されま

す． 

これをもちまして、平成３０年度入学試験日程が終

了となります．ご多忙の中，ご協力を賜りました教職

員の皆さまには，心から厚く御礼を申し上げます．次

年度も何卒宜しくお願いいたします． 

 

 

 

３月１日に D２オリエンテーションが開催されました．

新年度の D２は編入生２名を加えた総勢１０４名です．

午前中は宮﨑歯学部長の挨拶に始まり，美島教育委

員長と上條学生部長からは学部での学則をふまえた

学業ならびに生活上での全体的な注意点について，

保健管理センター，図書館，学生部ならびに学事から

各部局ごとの説明がありました．次いで，荏原警察署

による交通安全・防犯講習会が行われました．午後

は D２のユニットコーディネーターから各ユニットで行

う講義・実習の内容及び注意点の説明の後，本学教

育の特徴であるアクティブラーニング・コミュニケーシ

ョン演習が片岡教授の指導のもとに行われました． 

富士吉田と旗の台での教育の相違などで出遅れるこ

となく，各学生にとって有意義で実りある学部生活を

過ごしてもらいたいと祈念しています． 

 

 

 

３月１０日（土），１７日（土）および２４日（土）に，歯

科病院６階第２臨床講堂で，２３名の方の大学院研

究内容中間報告会を開催しました．学位審査を受け

るおよそ１０ヶ月前程度を目安に研究成果の進捗を

見直す機会にしています．主査･副査候補の教員は

担当となる研究の共同研究者ではありませんので，

多くの学生が研究内容をわかりやすくプレゼンする必

要があります．その過程で，研究の追加や修正をす

べき内容が明らかになり，学術雑誌等への投稿原稿

をまとめる上でも貴重なアドバイスとなる事もあります．

学位取得を目指すものにとっては，大変良い鍛錬の

場になっているものと思われます． 

わが国では超高齢社会となり，これまでに経験の

ないような大きな変化が急速にすすんでいます．現

代の課題を自ら発見し解決をしていく能力がないと，

その変化に対応できません．大学院修了に向けて，

まとめの踏ん張りを期待します． 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度文部科学省私立大学研究ブランディ

ング事業に採択されました「医系総合大学の実績を

基盤とした生体内レドックス制御機構解明と臨床応用

−健康長寿に貢献する大学創成−」（統括責任者：小

出良平学長，実施責任者：上條竜太郎・歯学部教授，

研究期間：５年）の平成２９年度研究成果報告会・シ

ンポジウムが，去る３月２４日（土），旗の台キャンパ

スで開催されました． 

私立大学研究ブランディング事業は，学長の指揮

下に大学の独自色を打ち出す私立大学に対して文部

科学省が研究費の支援をするものです．学内４学部，

附属病院，附置研究所および学外の研究者の連携

で，レドックス（生体内の酸化還元反応）制御の観点

から生活習慣病を理解し，その治療・機能回復・予防

を目指すのが本事業の目的です．そのために，分

子・遺伝子同定班（班長：板部洋之・薬学部教授），細

胞機能制御班（班長：高見正道・歯学部教授），シグ

ナル制御班（班長：田中和生・医学部教授），診断・検

査班（班長：美島健二・歯学部教授），治療・回復班

（班長：木庭新治・医学部准教授）および予防・維持

班（班長：佐藤 満・保健医療学部教授）が連携して

研究を進めています。さらに５名の外部評価者と学内

の自己評価委員会による進捗状況の評価および４名

の外部アドバイザーによる助言を受ける体制をとって

います。 

研究報告会・シンポジウム当日は，小出学長によ

D2 オリエンテーションが実施されました 
口腔解剖学講座 中村雅典

大学院中間報告会を行いました 
大学院運営委員長 山本松男

平成２９年度文部科学省私立大学研究

ブランディング事業研究報告会・シンポジ

ウムが開催されました 
口腔生化学講座 宮本洋一

選抜Ⅱ期入試が行われました 
入学支援課 鳥山ちひろ
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る挨拶に続き，名古屋大学大学院医学系研究科病

理病態学講座生体反応病理学／分子病理診断学・

豊國伸哉教授の講演「がんの起源をフェロトーシスと

レドックス制御から考える」が行われました．次に，各

班代表者による平成２９年度の研究概要説明と２２名

の研究分担者によるポ

スター発表では，活発な

討議が行われました．そ

の後，外部評価者から

事業全体，各研究班お

よび個々の研究に関す

る講評をいただき，閉会

となりました． 

 

 

 

 

 

平成２９年度大学院留学生修了証授与式が，３月

６日（火）１８時３０分から大学病院入院棟１７階タワ

ーレストラン昭和で開催されました．在日中国大使館， 

インド大使館，ネパール大使館，フィリピン大使館，ト

ルコ大使館，マダガスカル大使館の関係者ご臨席の

もと，小出学長から９名の留学生に修了証が授与さ

れました．歯学部関係では，顎顔面外科学のタン ピ

ュー シン先生（ミャンマー），歯科矯正学のアビシェ

キ シュレサ先生（ネパール）とヘリズ マミニャイナ ラ

コトハリニーヴ先生（マダガスカル）が修了しました． 

式典には小口理事長，各学部長，各学部国際交流

担当教員，留学生の指導教員ほか多数の出席があ

りました．式典終了後，同会場で懇親会を開催し，学

部留学生や研修中の大学院留学生も交えて，国際

交流の楽しい時間を過ごしました．修了生が無事に

帰国して，昭和大学での経験を生かして引き続き本

国でご活躍されることを祈念しています． 

 

 

 

 

昭和大学歯学部第３６期生の謝恩会が，平成３０

年３月９日（金）に帝国ホテル孔雀の間東で開催され

ました．謝恩会に先立ち卒業式がみなとみらいホー

ルで，学位伝達式が横浜ベイホテル東急アンバサダ

ーズボールルームで行われました．本年度の卒業式

は，オルガン奏者の澤菜摘さんのパイプオルガンの

演奏により始まり，とても荘厳なすばらしい式となりま

した．謝恩会では，卒業生とご父兄の拍手に迎えられ， 

小口理事長，小出学長，片桐名誉学長に続いて，宮

﨑歯学部長を先頭に歯学部教員が入場しました．謝

恩会委員の開会の宣言に続いて，御来賓の小口理

事長，小出学長，片桐名誉学長，與儀父兄会長から

心温まる御祝辞を頂戴しました．宮﨑歯学部長から

は卒業生に対する激励がなされ，槇病院長の乾杯の

音頭で祝宴に入りました．続いて，小原歯学部同窓

会長や教育委員長の挨拶があり，恒例になったラン

キング発表では，多くの教員が表彰され盛り上がりを

見せていました．会場での記念撮影のあと，卒業生よ

り御父兄への感謝の念が伝えられ，盛会裡に閉会と

なりました.  

謝恩会委員長

をはじめ企画・進

行に携わった卒

業生の皆さんお

疲れ様でした．卒

業生全員の進路

に幸多からんこと

を祈っています． 

 

 

 

  昭和大学第３６期生の下平剛と申します．この度は

上條旗ヶ丘賞をいただくことができ，大変光栄に思い

ます．私は昭和大学歯学部に入学してからの６年間

アイスホッケー部に在籍していました．アイスホッケー

部はもうすぐ５５周年を迎えようとする伝統ある部活

で，昭和大学理事長である小口勝司名誉部長，高須

クリニック院長の高須克弥先生など数々の偉大な

OB・OGが在籍しております．アイスホッケーはマイナ

ースポーツが故にリンクを使用できる時間が限られて

おり，部活の日は夜中の１２時過ぎから練習が始まり，

朝の３，４時に帰宅します．最初は朝起きるのが辛い

時もありましたが，徐々に慣れていきました．またアイ

スホッケー部は医療系の大会に加えて一般の大学も

含むリーグ戦にも参加しており，春には全国１，２位

のチームと試合をします．結果はいつも惨敗でしたが，

とても貴重な経験をすることができました．このように

部活で心身共に鍛えられたことが国家試験合格にも

つながったと思います．勉強がうまくいかなかったとき

に焦らず前向きに物事を考えることができました．困

ったときには相談に乗ってくださる部活の先輩方も多

く，部活をしていてよかったなと感じることが多かった

です．このように部活のおかげでメリハリのある６年

間になり，上條旗ヶ丘賞を受賞することができました．

これからは昭和大学歯学部卒業生として日々精進し

ますので，ご指導，ご鞭撻のほどよろしくお願いいた

します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

上條旗ヶ岡賞を受賞しました 
歯学部６年 下平 剛

平成２９年度大学院留学生修了証授与式

が開催されました 
国際交流センター長 宮﨑 隆

謝恩会に出席しました 
教育委員長 美島健二
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３月１６日に行わ

れました昭和大学

大学院修了式にて，

上條賞を受賞いた

しました．このような

名誉ある賞を頂け

たことを大変光栄に

思います．私は大

学院研究として，「Streptococcus sanguinis のノンコー

ディング RNA の機能解析」をテーマに口腔微生物学

講座にて研究をさせて頂きました．細菌では低分子

のノンコーディング RNA が病原性因子の制御に重要

とされており，まだ解明されていない口腔レンサ球菌

の制御機構を明らかにすべく日々実験を行ってきまし

た．大学院生活は大変なことも多々ありましたが，多

くの人々に支えて頂き，非常に貴重な経験を積むこと

ができました．今後はお世話になった方々への感謝

の気持ちを胸に，歯科医師として，研究者として，より

一層成長できるよう日々精進できればと思います．ま

た，これまでの経験を活かし，昭和大学のさらなる発

展へと貢献できるよう努力してまいります．研究のご

指導をして下さった口腔微生物学の桑田啓貴教授，

森崎弘史先生，歯内治療学の鈴木規元准教授，主

査・副査の先生方，医局員の皆様，これまで支えてき

て頂きましたすべての方々にこの場をお借りして心よ

り感謝申し上げます． 

 

 

 

 

本学では職員

の 懇 親 と 親 睦 を

促進 す るた めに

平成２３年から職

員公認サークル

制度を設けていま

す．ホームページ

で紹介されていま

すが、現在１７６の公認サークルが活動をしており，

年間活動の顕著なサークルを毎年表彰しています． 

平成３０年度の優秀サークル表彰式が去る３月２６

日（月）午後６時から１６号館３階講義室で開催されま

した．表彰されたサークルは，SDC，写真クラブ，ベイ

エリアランナーズ，うまか手ごねパン一緒につくるば

い，書道部の５サークルで，小口理事長から代表者

に表彰状と金一封が贈呈されました． 

また，30 年度の新規公認サークルの認定通知授与

式も行われ，山梨の魅力を紹介し隊，日本文化研究

会とともに，口腔リハビリテーション医学部門高橋教

授が代表者の柔道護身術研究会が認定されました． 

表彰式に引き続き，１階ホールで懇親会が開催さ

れ，富士吉田の地ビールほかのご馳走を囲んでを懇

親を深めました．サークル活動を通じて医療現場だけ

でなく多職種連携の輪が広がることが期待されます． 

 

 

 

 

平成３０年１月

３１日，電車内で

心停止の傷病者に

救命活動を行いま

した．そして先日

その事に対し，横

浜市緑消防署長よ

り感謝状を頂きま

した．早朝の静かな電車内で，バタッと音がして，

大丈夫ですか！という声を耳にした瞬間，私は倒

れた方に駆け寄りました．意識消失を認め，呼吸・

脈拍も無くなった為，周りの乗客の方に協力を呼

びかけ，救命活動を開始しました．AED も使用して

除細動を行い，その後到着した救急隊にスムーズ

に引き継ぐ事ができました．後日，退院し社会復

帰されたご本人からご連絡を頂き，ご家族も一緒

にお会いしてお話した時には，感慨深いものがあ

りました．私は現在大学院生ですが，歯科病院在

籍中に北部病院での麻酔科研修，昭和大学病院救

命救急センターでの研修にて勉強させて頂きまし

た．今回その時の学びや経験を生かすことができ，

医療従事者として大変嬉しく思います．救命救急

センターで指導医としてご指導下さった三宅先生

をはじめ，田中啓司先生，海老原先生に，この場

をお借りして御礼申し上げます．また連携歯科丸

岡先生には，医科研修を積極的にさせて頂き感謝

しております．BLS は定期的に受講すべきだと再認

識する機会でもありました．今後も精進致します． 

 

 

 
４月２日（月）：Ｄ４・５・６オリエンテーション 

４月７日（土)：大学院入学式 

４月１２日(木)：入学式 

 

 

 
  都内でも先週ごろより桜が満開になりました．活気

あふれる時期ですが，忙しい日々が続くと思います．

皆様どうぞくご自愛ください． 

 末筆ながら，年度末のご多忙の折，皆様から多くの

記事をご寄稿いただきましたことを，この場をお借りし

て深謝致します．  

行事予定 
        広報委員長 中村雅典

横浜市消防局から人命救助で感謝状を

受けました 
歯学研究科（地域連携歯科） 松井庄平

編集後記     

      歯科補綴学 葭澤秀一郎

上條賞(大学院)を受賞しました 
歯学研究科（歯内療法学） 大田千明

平成２９年度優秀サークル表彰式が開催

されました 
歯学部長 宮﨑 隆


